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平
成
二
十
七
年
度 

介
護
保
険
制
度
の
一
部
改
定
事
項
の
う
ち 

 

本
年
八
月
か
ら
適
用
さ
れ
る
事
項
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
で
す 

 

◆ 

一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
六
十
五
歳
以
上
の
方
は
利
用 

者
負
担
が
二
割
に
な
り
ま
す 

 

第
一
号
被
保
険
者
で
合
計
所
得
金
額
が
百
六
十
万
円

以
上
の
方
。（
た
だ
し
、
第
一
号
被
保
険
者
の
年
金
収
入

+

そ
の
他
の
合
計
所
得
金
額
が
単
身
で
二
百
八
十
万
円

未
満
、第
一
号
被
保
険
者
が
二
人
以
上
い
る
世
帯
で
三
百

四
十
六
万
円
未
満
の
場
合
は
、
一
割
負
担
で
す
。
ま
た
、

二
割
負
担
と
な
る
の
は
基
準
以
上
の
所
得
を
有
す
る
本

人
の
み
と
な
り
、
同
一
世
帯
で
も
負
担
割
合
が
異
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。 

◆ 

低
所
得
の
施
設
利
用
者
の
食
費
・
居
住
費 

(

滞
在
費) 

 

の
適
用
要
件
が
変
り
ま
す 

低
所
得
の
施
設
利
用
者
の
う
ち
、
世
帯
分
離
を
し
て 

い
て
も
、
配
偶
者
が
住
民
税
課
税
対
象
者
で
あ
る
場
合
、 

ま
た
は
、
預
貯
金
額
等
が
、
単
身
で
一
千
万
円
・
夫
婦 

で
二
千
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
食
費
・
居
住
費 

(

滞 

在
費)

に
対
す
る
補
助
は
な
く
な
り
ま
す
。 

※ 

介
護
保
険
負
担
限
度
額
〈施
設
入
所
に
係
る 

食
費
・居
住
費
〈滞
在
費
〉の
減
免
制
度
〉に 

つ
い
て
、
右
記
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。 

引
き
続
き
、
要
件
に
該
当
し
、
負
担
限
度
額 

 
 
 

認
定
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
、
申
請
書
の
提 

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

 
 
 
 

申
請
書
の
提
出
期
限
は 

八
月
三
十
一
日(

月) 

ま
で
で
す
。 

◆ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
相
部
屋
〈
多
床
室
〉
代
の 

負
担
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す 

 
 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
相
部
屋
〈
多
床
室
〉
に
入 

所
す
る
方
は
、
室
料
相
当
の
額
を
負
担
し
て
い
た
だ
く 

 

 

 

 

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

食
費
・
居
住
費
〈
滞
在
費
〉
の
負
担
軽
減
を
受
け
て 

い
な
い
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。〈
食
費
・
居
住
費
〈
滞 

在
費
〉
の
負
担
軽
減
を
受
け
て
い
る
方
の
相
部
屋
代
は 

変
わ
り
ま
せ
ん
。〉 

◆ 

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
負
担
限
度
額
の
見
直
し
が 

行
わ
れ
ま
す 

 

利
用
者
負
担
額
が
一
定
額
を
超
え
た
場
合
に
支
給
さ 

 

れ
る
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
上
限
額
が
一
部
変
更 

 

に
な
り
ま
す
。
現
役
並
み
所
得
者
に
相
当
す
る
六
十
五 

 

歳
以
上
の
方
〈
課
税
所
得
百
四
十
五
万
円
以
上
の
方
〉 

 

が
い
る
世
帯
は
、
負
担
の
上
限
額
〈
月
額
〉
が
三
万
七 

 

千
二
百
円
か
ら
四
万
四
千
四
百
円
に
引
き
上
げ
と
な
り 

ま
す
。 

 

な
お
、
こ
の
水
準
に
該
当
し
て
も
、
世
帯
内
の
六
十 

五
歳
以
上
の
方
が
二
人
以
上
い
る
場
合
で
こ
れ
ら
の
方 

の
収
入
の
合
計
が
五
百
二
十
万
円
〈
世
帯
内
の
六
十
五 

歳
以
上
の
方
が
一
人
の
場
合
三
百
八
十
三
万
円
〉
に
満 

た
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
旨
の
申
請
書
を
市
町
村
に
提 

出
す
る
こ
と
で
、
三
万
七
千
二
百
円
に
引
き
下
が
り
ま

す
。 

◆ 

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度
の
限
度
額
が
変
わ

り
ま
す 

 

年
間
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
費
と
医
療
費
の
自
己
負

担
〈
そ
れ
ぞ
れ
サ
ー
ビ
ス
の
限
度
額
適
用
後
の
自
己
負

担
〉
が
一
定
の
限
度
額
を
超
え
た
と
き
に
、
超
え
た
分

が
支
給
さ
れ
る
「
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度
」

の
限
度
額
が
、
平
成
二
十
七
年
八
月
の
計
算
期
間
分
か

ら
七
十
歳
未
満
の
方
の
み
変
更
さ
れ
ま
す
。 

 

7月 25日（土）に行われた仁生園「夏まつり」入所者様による開会宣言。お天気にも恵まれ沢山の来園者で賑わいました。 
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今
年
も
皆
様
が

元
気
で
す
ご
せ
ま

す
よ
う
に
・
・
・
。 

   

 

七
月
二
十
五
日
（
土
）
「
仁
生
園 

夏
ま
つ
り
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

朝
か
ら
晴
天
に
恵
ま
れ
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
最
後
ま
で
雨
も
降
る
こ
と
な
く
、
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。 

 

皆
様
が
会
場
に
集
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
百
歳
の
方
を
含

め
特
養
の
各
班
代
表
四
名
が
舞
台
に
上
が
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
を
込
め
た
元
気
な
開
会
宣
言
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

 
 

 
 
 

 

～ 

衣
料
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ 

～ 

 

平
成
二
十
七
年
七
月
十
二
日
（
日
）
、
今
回
は
、
北
杜
市

小
淵
沢
町
に
あ
り
ま
す
「
ま
る
ご
呉
服
店
」
様
に
ご
協
力

し
て
頂
き
夏
の
衣
料
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。 

一
階
ホ
ー
ル
に
て
沢
山
の
衣
類
を
持
参
し
て
頂
き
、
選

ぶ
の
に
悩
ん
で
し
ま
う
程
で
し
た
。
今
年
も
例
年
通
り
猛

暑
が
続
き
夏
物
の
涼
し
い
衣
類
に
て
体
温
を
調
節
し
て
い

ま
す
。 

ま
た
、
新
し
い
衣
類
を
手
に
取
り
笑
顔
も
こ
ぼ
れ
表
情

も
明
る
く
な
っ
た
入
所
者
も
い
ま
し
た
。
購
入
し
て
、
す

ぐ
に
衣
類
を
着
た
こ
と
で
普
段
と
少
し
気
分
も
変
化
し
、

「
う
れ
し
い
」
と
笑
顔
で
話
さ
れ
る
方
も
い
ま
し
た
。 

お
店
に
行
っ
て
衣
類
を
選
ぶ
こ
と
は
困
難
な
為
こ
の
よ

う
に
施
設
で
実
際
に
見
て
一
緒
に
選
ぶ
機
会
は
と
て
も
貴

重
で
楽
し
み
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
し
た
。
ご
家
族
に
も
ご

協
力
し
て
頂
き
、
ご
自
宅
に
あ
っ
た
物
や
直
接
購
入
し
園

に
持
参
し
て
頂
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

仁 

生 

園 
 
 

夏 

ま 

つ 

り 

 

夏
ま
つ
り
に
向
け
て

一
生
懸
命
練
習
し
て
き

た
「
こ
れ
か
ら
音
頭
」

や
、
円
に
な
っ
て
踊
っ

た
盆
踊
り
で
は
、
会
場 

 
そ
の
後
、
焼

き
そ
ば
、
た
こ

や
き
等
を
食
べ

な
が
ら
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
を

楽

し

み

ま

し

た
。
今
年
の
屋

台
に
は
、
地
元

小
荒
間
地
区
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の

方

に

よ

る

「
そ
ば
す
い
と

ん
」
が
仲
間
入

り
し
、
召
し
上

が
っ
た
お
客
様

か
ら
は
「
珍
し

い
物
で
と
て
も

美
味
し
い
」
と

大

好

評

で

し

た
。 

 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

清
水
恵
美
子
様
率
い
る
小

荒
間
在
住
の
方
に
よ
る
歌
、

寿
美
浩
会
の
皆
様
に
よ
る

舞
踊
、
北
杜
幸
一
様
の
歌
と

舞
踊
等
会
場
は
と
て
も
盛

り
上
が
り
、
一
緒
に
踊
っ
て

い
る
方
の
姿
も
多
く
み
ら

れ
ま
し
た
。 

一
体
と
な
り
盛
り
上
が
っ
て
い
て
感
動
的
で
し
た
。 

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
毎
年
恒
例
の
花
火
で
す
。
今
年
の

花
火
は
数
を
増
量
し
前
年
以
上
に
盛
大
で
あ
り
、
締
め
の

「
ナ
イ
ア
ガ
ラ
」
は
心
に
響
く
夏
の
思
い
出
に
な
り
ま
し

た
。 今

年
も
御
家
族
様
始
め
、
本
当
に
沢
山
の
方
々
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
盛
大
な
夏
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様

の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

小荒間地区ボランティアの方々の「そばすいとん」等屋台も大盛況でした 

クライマックスの「ナイアガラ」 

会場一体の「盆踊り」 
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～ 

ア
ロ
マ
の
香
り
に
包
ま
れ
て 

～ 

 

 

七
月
八
日
（
水
）、
一
―
四
班
フ
ロ
ア
ー
に
て
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
々
に
よ
る
「
ア
ロ
マ
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

  

第 

二 

仁 

生 

園 
 

夏 

ま 

つ 

り 

 

 

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
ア

ロ
マ
オ
イ
ル
の
香
り

に
包
ま
れ
な
が
ら
の

マ
ッ
サ
ー
ジ
に
皆
様

の
や
さ
し
い
笑
顔
が

あ
ふ
れ
、
「
気
持
ち
が

い
い
ね
」
「
次
は
い
つ

来
て
く
れ
る
の
」
等
の

声
が
聞
こ
え
、
地
域
の

話
題
で
盛
り
あ
が
っ

て
い
ま
し
た
。 

   

～ 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
や
す
ら
ぎ
」 

夏
の
高
原
へ
出
掛
け
て
来
ま
し
た 

～ 

 

七
月
三
十
日
（
木
）、
長
野
県
原
村
に
あ
り
ま
す
「
八
ヶ

岳
中
央
農
業
実
践
大
学
校
」
へ
出
掛
け
て
来
ま
し
た
。 

広
々
と
し
た
高
原
で
お
弁
当
を
食
べ
、
芝
生
の
上
で
お

昼
寝
も
し
ち
ゃ
い
ま
し
た
。 

  

 

 

 

 

 

 

第二仁生園 

家族会会長 

久保田文雄様

のご挨拶。 

 

恒例の「武田節」も今年は一段と息

の合った迫力ある演技でした。 

 

ミート池田様、日清医療食品㈱様ほか沢山のボラン

ティアさんのご協力で屋台は盛況でした。 

 

地元で演奏活動をされている「山
やま

の
の

音
ね

マンドリン」の演奏には、暑さも和ら

ぎました。 

 

 

祭りのボランティア県立北杜高校

の生徒１０名の皆さんが、「翼を

ください」を飛び入りで歌ってく

ださり、元気な歌声にアンコール

がでました。 

 
よさこい「華

風舞姫（はな

ふぶき）」様

や高校生を

はじめ、祭り

の参加者全

員で「炭坑

節」と「武田

節」を踊りま

した。 

 

 

 

 

 

７月２９日午後

６時。小宮山理事

長の挨拶から祭

りの開催です。 

 



平
成
二
十
七
年
七
月
一
日
～ 

平
成
二
十
七
年
七
月
三
十
一
日 

 

愛
寿
会
・
仁
生
園
・
第
二
仁
生
園
へ
の 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

                             

 
 

                          

 

愛
寿
会
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
や
施
設
見
学
等
の

ご
希
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

仁 

生 

園 

電
話 

０
５
５
１
（
３
２
）
３
３
４
０ 

第
二
仁
生
園 

電
話 

０
５
５
１
（
３
２
）
８
２
７
０ 

感
謝 
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

・
レ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ほ
が
ら
か
グ
ル
ー
プ 

代
表 

吉
田 

道
子  

 

様 

・
レ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ゆ
ず
っ
こ
の
会 

 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 

代
表 

佐
野 

恭
子 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

う
た
な
か
ま
八
ヶ
岳 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

保 

坂 
 

多
枝
子 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

伊 

藤 
 

京 

子 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

青 

柳 
 

昭 

次 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

山 

口 
 

潤 

子 
 

様 

・
三
鷹
市 

 
 
 
 
 
 

山 

本 
 

美
根
子 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

山
の
音
マ
ン
ド
リ
ン 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

華
風
舞
姫
（
は
な
ふ
ぶ
き
） 

様 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 
 
 

ミ

ー

ト

池

田 

様 

           

い
つ
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
と
も
利
用
者
の
皆
様
に
、
よ
り
ご
満
足
い
た
だ
け

る
施
設
運
営
を
目
指
し
役
職
員
一
体
と
な
っ
て
誠
心
誠
意
努

め
て
参
り
ま
す
。 

何
卒
、
こ
れ
か
ら
も
ご
支
援
の
ほ
ど
を
、
ま
た
、
ご
叱
正

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

略
儀
な
が
ら
、
お
礼
状
に
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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愛
寿
会
後
援
会
へ
の
ご
協
力 

・
茅
野
市
玉
川 

 
 
 
 

堤 
 
 
 
 
 

弘 
 

様 

・
北
杜
市
大
泉
町 

 
 
 

細 

井 
 

清 

博 
 

様 

・
長
野
市
栗
田 

 
 
 
 

日
清
医
療
食
品(

株)  
 

 

様 

・
さ
い
た
ま
市
緑
区 

 
 

小 

松 
 

英 

利 
 

様 

・
北
杜
市
大
泉
町 

 
 
 

藤 

森 
 

知 

子 
 

様 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 
 
 

小 

林 
 

元 

気 
 

様 

・
甲
府
市
伊
勢 

 
 
 
 

石 

原 
 

一 

男 
 

様 

・
北
杜
市
大
泉
町 

 
 
 

児 

玉 
 

百
合
子 

 

様 

・
北
杜
市
大
泉
町 

 
 
 

守 

屋 
 

克 

彦 
 

様 

・
小
淵
沢
町
上
笹
尾 
 
 

山 

口 
 
 
 

清 
 

様 

・
中
央
市
流
通
団
地 

 
 

(

株

)

正

直

堂 
 

様 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 
 
 

堀 

内 
 

や
よ
い 

 

様 

・
北
杜
市
大
泉
町 

 
 
 

成 

田 
 

幸 

子 
 

様 

・
北
杜
市
大
泉
町 

 
 
 

浅 

川 
 

穂 

積 
 

様 

・
北
杜
市
高
根
町 

 
 
 

白 

倉 
 

平 

司 
 

様 

・
韮
崎
市
円
野
町 

 
 
 

伊 

藤 
 

政 

照 
 

様 
・
北
杜
市
高
根
町 

 
 
 

坂 

本 
 
 
 

仁 
 

様 
・
諏
訪
郡
富
士
見
町 

 
 

五 

味 
 

正 

昭 
 

様 

・
北
杜
市
大
泉
町 

 
 
 

森 

田 
 

民 

子 
 

様 

 

～ 

職
場
体
験
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

～ 

  

毎
年
夏
休
み
を
利
用
し
て
、
北
杜
市
内
の
中
学
・
高

校
生
の
皆
様
が
福
祉
体
験
学
習
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の

た
め
来
園
さ
れ
ま
す
。 

 

今
年
も
七
月
二
十
四
日
（
金
）
北
杜
高
校
生
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
か
ら
始
ま
り
、
小
淵
沢
小
学
校
の
福
祉
体
験

学
習
、
長
坂
中
学
校
の
サ
マ
ー
シ
ョ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
、
学
生
の
皆
様
が
福
祉
の
仕
事
を
体
験
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

主
な
実
習
内
容
は
、
利
用
者
様
と
の
対
話
、
食
事
の
配

膳
・
下
膳
・
見
守
り
、
お
や
つ
の
手
伝
い
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
参
加
・
手
伝
い
で
す
。 

 

初
め
は
戸
惑
い
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
学

生
も
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
回
感
じ
た

こ
と
を
今
後
に
役
立
て
て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

   

金
員
・
物
品
の
ご
寄
附 

・
北
杜
市 

 
 
 

 
 
 

山 

中 
 
 

悠
紀
子 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

平 

井 
 

静 
子 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

（
株
）
う
え
は
ら 

 

様 

・
甲
府
市 

 
 
 
 
 
 

甲
府
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス 

 
様 

 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 


